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研究成果の概要（和文）：「笑い」と関連づけられることが少ないW.B.イェイツが、「笑い」の演劇たる狂言に
劇作の突破口を得た点を解明し、また「間」の詩学が英語圏モダニズムに果たした意義をイェイツ、パウンド、
ヘミングウェイに検証した。イェイツが「狂言」として書いた戯曲『猫と月』を中心に、論文を発表。同時に
「イェイツと笑い」をテーマに企画した国際学会（於京都）で、本戯曲の狂言師による能舞台での公演を実施す
る成果発表も行った。ヘミングウェイは詩を中心に論文発表。それが注目され、米国製作ドキュメンタリーに出
演した。さらに、イェイツ、ヘミングウェイの創作を支える詩学を提供したパウンドによる戯曲研究に、本研究
の発展をみた。

研究成果の概要（英文）：This study examined how kyogen, Japan's traditional theater of laughter, 
contributed to a breakthrough in the dramaturgy of W.B. Yeats, a perspective rarely discussed in 
past scholarship. Additional research on Yeats, Ezra Pound and Hemingway, explored the Japanese 
philosophical principle of MA in the poetics of modernist literature. With my research on Yeats's 
play, _The Cat and the Moon_ which Yeats intended to write as a kyogen, I delivered and published 
papers both internationally and domestically.  A collaboration with kyogen and Noh actors culminated
 in holding an international conference in Kyoto with the theme“Yeats and Laughter,"commissioning 
Sengoro Shigeyama Troupe to perform this play on a Noh stage.
 Research on Hemingway's poetry, resulted in presentations and the publication papers which, led to 
being interviewed for PBS documentary on him.  In a separate project, I examined Pound's plays whose
 poetics motivated Hemingway and Yeats, an area remained largely unexplored.

研究分野： 英語圏文学・比較文学

キーワード： W.B. イェイツ　エズラ・パウンド　アーネスト・ヘミングウェイ　能狂言　間　詩学　イメージ　笑い

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
イェイツの戯曲と能の関係には既存研究があるが、狂言との関係はほぼ扱われてなかったので、イェイツ研究に
新しい光を当てた。国際学会で発表した結果、日本の伝統演劇能楽が悲劇的・シリアスな能だけでなく、笑いの
原理を持つ狂言と二本立てで成立し、両者が合間ってイェイツの演劇や詩学と通じると認識された。この意義が
認められ、国際学会での講演や発表に次々に招待され、またオックスフォード大学など評価が高い出版局からの
研究書への寄稿も依頼された。さらに、能楽師・狂言師との研究協力の結果として、イェイツの戯曲の狂言公
演、能楽師による講演やデモンストレーションを行い、国内外の研究者及び一般の人々へ研究成果を還元した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) イェイツ、パウンドと能楽：既存研究 

アイルランドの国民詩人であり、アイルランド国立演劇協会・アベイ劇場を設立した W.B.イェ

イツが自らの劇作に行き詰まっていた時、アメリカ出身の詩人エズラ・パウンドに日本の伝統芸

能である能楽を紹介され、新たな境地に至ったことは周知の事実である。ただし、既存研究は、

能楽のなかでももっぱら能に目を向け、イェイツとパウンド、それぞれが狂言として書いたと明

言している作品があるにもかかわらず、二人の作品・詩学と狂言の関係を追求した研究はほぼ見

られなかった。 

 

(2)見過ごされていた狂言の重要性 

本研究開始までに、イェイツ、パウンド、さらにヘミングウェイと狂言に関して、国内外におい

て論文の発表を続けており、特に 2015 年開催の国際イェイツ協会の第一回大会（於アイルラン

ド、リムリック）での口頭発表の斬新さゆえに、それ以後国際学会での講演や発表に招待される

機会が増えていた。 

 
２．研究の目的 

イェイツ、パウンドが「狂言」との出逢いから生み出したことの探求を基軸にする。「笑い」と

「間」を主眼に、以下５点を追求することで、東西交流が英語圏モダニズムにもたらした結実、

さらに、その現代における意義を示す。成果を論文発表・出版、狂言公演の形で世界に発信する。 

(1)イェイツと「笑い」および「狂言」 

従来「笑い」と関連づけられないイェイツが「笑い」の演劇たる狂言に劇作の突破口を見出した

点を解明する。イェイツにおける「笑い」の意味の追求、また、イェイツの演劇と狂言（大きく

は能楽）の舞台空間・ドラマトゥルギーとの親和性という二つの主軸をもつ。 

 

(2)イェイツ、パウンド、ヘミングウェイと「間」 

日本的原理である「間」の詩学が英語圏モダニズムに果たした意義を、イェイツ、ヘミングウェ

イ（既存研究が少ない詩を対象に）、また、この二人の創作の原動力たるパウンドに検証する。 

 

(3)パウンドの「狂言」 

パウンドが「狂言」を意図して書いた作品には既存研究がほぼ存在しない。その意義を検証し、

周知する。狂言としての上演の可能性も探る。 

 

(4) 久米民十郎 

パウンド、イェイツと能楽の遭遇に舞踊家伊藤道郎が果たした役割は有名だが、その旧友で、パ

ウンド、イェイツ、ヘミングウェイを魅了した画家久米民十郎の存在はあまり知られていない。

能・狂言を幼少期から習い、パウンド、イェイツの能楽理解の大きな助けとなった久米が果たし

た役割も明確にする。 

 

(5) ラフカディオ・ハーン 

イェイツと書簡を交わし、イェイツが演劇作品の自注のなかで言及もしているアイルランド出

身のハーンは、イェイツがアイルランドで古来伝えられてきた文化・語り・うた・異界との関わ



 2

りが消えんとする状況への危惧感を抱き、自らの「言葉」によってそれらを救ったのと同様のこ

とを日本において行った。ハーンを検討することは本研究に異なった切り口を提供する。 

 
３．研究の方法 

当初は 2017-19 年度で研究を予定した。予定以上の成果をあげて研究を遂行し、2020 年 3 月パ

リに於ける論文発表で完了予定だったが、母親の手術による介護で出張が不可能となり、最終報

告を 2020 年度国際学会の発表に変更し、1年延長を認められた。（パリでの研究会は結果的には

コロナ禍で中止された。）ところが、2020 年度の国際学会はことごとく延期され、海外出張の機

会はなく、2021 年度へ再延長をした。2021 年度は、招待を含め国内外での学会発表を 5回行っ

たが、全てオンライン実施だったので、本研究の最終報告を兼ねたシンポジウム（研究会）を企

画、その結果を冊子とすることで本研究の完成を見た。 

(1)図書・研究環境整備 

 本研究に必須の書籍、基礎資料、機器を充実させた。 

 

(2) 資料蒐集（国際学会前後及び国内） 

コロナ禍のため、2020 年以後対面での国際学会が中止されたため、イェイツの草稿を管理す

る代理人から許可を得ていたアイルランド国立図書館をはじめとする、アイルランド・アメリカ

の図書館に出向いての資料蒐集はできなくなった。京都中心に能楽関係の資料蒐集、また、久米

民十郎の作品や個人資料を管理する神奈川県立近代美術館への調査を行い、資料をデジタル化

した。さらに、開始時に想定していなかった賀川豊彦とイェイツの関係の発見という、賀川研究

のなかでも未知の事実に至ったため、賀川豊彦松沢資料館との連携を密に行うことになった。国

内移動も憚られたためインターネットでのやりとりを主としている。 

 

(3)国内外の学会発表および研究交流 

 アメリカ、フランス、アイルランド、韓国、英国など国内外での学会発表の結果、他学会での

講演や国際シンポジウムでの基調講演に招聘され、またアイルランドや英国の大学出版局など

から出版される国際的学術誌や学術書への投稿を依頼された。このように国際学会での成果発

表が研究交流を呼び、続く新たな研究に導かれた。 

  

(4)能楽師の聞き取り 

能・狂言理解に関して、能楽師の聞き取り調査を行った。特に大蔵流狂言茂山千五郎家の狂言

師、観世流シテ方・高安流ワキ方能楽師の協力をあおぎ、能楽の演技や公演の実際を知る演者と

の研究交流は、机上の研究だけではない本研究の特殊性を生み出す源となった。 

2017 年、日愛外交成立 60周年記念事業の一つとして、イェイツとハーンの作品を、茂山千五

郎家によりアイルランドで狂言公演することを企画・運営し、準備段階、公演旅行中、帰国後の

凱旋公演の際に意見交換を行ったことが本研究に加えた意味は大きい。 

 
４．研究成果 

イェイツが「狂言」として書いた戯曲『猫と月』を中心に、学会発表、論文出版。「イェイツ

と笑い」をテーマに企画・運営した国際学会（於京都）で、本戯曲の狂言版を能舞台において

公演、狂言師との研究協力の実践的成果発表を行った。また、海外では日本ほど認知度のない

ハーンとイェイツの関係を加え、イェイツ研究に新たな光をあてた。ヘミングウェイについて



 3

は未発掘の分野であった詩に関しての学会発表、論文出版に加え、米国製作のドキュメンタリ

ーに出演したことが成果発表の一端となった。イェイツ、ヘミングウェイの創作を支える詩学

を提供したパウンドは、本研究の根幹に位置させ続けたが、同時に、既存研究がほぼない、パ

ウンドが「狂言」として書いた戯曲についての研究を着手した。また、研究遂行中に、想定し

ていなかった賀川豊彦とイェイツの関りと、ヘミングウェイの生涯の友チンク・ドーマン＝ス

ミスのアイルランド性という発見があり、今後の研究に発展させて行く所存である。 

以下、 

国際学会での論文発表・招待講演（10回）国内の学会での他発表・講演(11 回)、論文等出版

（報告書 1冊、学術書 6本、学術誌・紀要 3本、翻訳１本、学会 proceedings 1 本、学会会

報・新聞・冊子 7本）で扱った内容を具体的にまとめる。 

 

(1) イェイツに関する新しい視点―笑いとハーンを通して 

2015 年の International Yeats Society の第１回大会で狂言とイェイツの関係を発表し、イ

ェイツ研究に新しい視点を開いて以来、狂言とイェイツについての新たな面を加えているが、

本研究初年の 2017 年開催されたニューヨークでの大会においては、同年夏のアイルランド公演

と凱旋公演の成功に加えて、国際的にはまだ認知度の低いハーンに関して、イェイツとの関

係、また『猫と月』と同時公演のために依頼した新作狂言を紹介し、イェイツ研究に新しい面

切り口を与えた。また、ニューヨークでの大会は、翌年の京都大会の企画をする国際研究交流

の場となった。その京都大会のテーマを「イェイツと笑い」とすることを発案、『猫と月』が

収録された戯曲集『車輪と蝶』を扱う基調シンポジウムを企画し、論文発表も行った。このシ

ンポジウムの重要性が認識され、International Yeats Studies で特集号が組まれ、そこに

『猫と月』について執筆する依頼をうけた。この特集号作成のため、アイルランド、アメリ

カ、フランス、ノルウェイの研究者との国際研究連携を行った。 

また、イェイツとハーンについては、同年秋韓国での国際学会に招聘され、狂言・劇・映画

という他の媒体への翻案の意味を発表、さらに 2019 年ダブリン開催の IASIL の大会でそれを発

展させた発表を行った。ダブリンでの大会後、Yeats Summer School が開催されているスライ

ゴーに移動し、Theatre Roundtable において、イェイツによる創設以来アイルランド演劇を牽

引しているアベイ劇場の現監督、スライゴーでイェイツの演劇を中心に上演しているブルー・

レインコート・シアターの監督、演劇を専門とする国際イェイツ協会会長と鼎談をし、イェイ

ツと能楽、特に狂言に関して、第一線で活躍する研究者から初学者までに刺激を与えた。 

予定より研究期間が 2年伸びたことによって、『猫と月』から発展させイェイツ演劇にとっ

ての聖人と周縁にいる者の狂言性、友やキリストの意味をイェイツの演劇全体を総合的に捉え

て考察し始め、2021 年秋 IASIL Japan の国際大会、および、韓国のイェイツ協会の創立 30周

年記念学会に招聘されて発表した論文で検討を始め、今後の研究へ発展させる方向を見せた。 

研究対象としての日本人に関して、久米民十郎については、資料蒐集をし直しデジタル化を

始めたが、特筆すべきは、賀川豊彦のイェイツへの影響についての発見で、賀川研究者にも知

られていず、国内外で発表したところ、反響が大きく、今後研究を進める予定である。 

本研究を総括するものとして、『猫と月』に関する研究会・シンポジウムをハイブリッド開

催、私に加えた３名の研究者による論文発表、狂言師によるコメント、４人と会場（対面と

ZOOM 上）の意見交換を冊子にまとめた。ここで提起されたことも将来の研究課題とする。 

(2) パウンド－詩学と狂言 
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本研究を支えるパウンドに関して、その詩学だけでなく、これまで着目されてこなかった劇

『主人公』について研究を本格的に始めた。本戯曲はイェイツが「能」として書いた『鷹の

井』初演時に同時公演される「狂言」として書かれた。（実際には上演されなかった。）2021

年オンライン開催された International Yeats Society の大会で本戯曲の狂言性についての発

表行い、その存在を世界の研究者に示した。上演可能性を狂言師と検討中である。また、『詩

篇』のなかでの能の演目・登場人物の取り扱いに、『主人公』からの発展が見られ、能と狂言

がどのようにパウンド作品全体のなかで昇華していくかを今後の研究課題のひとつとしたい。 

 

(3) ヘミングウェイ－「間」の詩学とチンク 

2018 年パリでの International Hemingway Society の学会で、日本人研究者４名で文体に関

するシンポジウムを組み、詩における文体を分析するなかに、本研究の基本にある「間」とパ

ウンドの詩学について論考した。このテーマを核に書き上げた 2論文が日本のヘミングウェイ

研究を総括する研究書２冊に掲載された。学会時、世界を牽引するドキュメンタリー製作者リ

ン・ノヴィックにより受けたインタビューが、アメリカ PBS 制作のヘミングウェイの人生に関

する壮大なドキュメンタリー番組の一部に収録され、世界へ発信された。上記論文 2本執筆に

至る資料蒐集中に、ヘミングウェイの親友でほぼ全生涯を英国軍人として生きたアイルランド

出身の（チンク・）ドーマン＝スミスについて、アイルランドの視点での研究の重要性を感じ

たため、今後の研究対象としたい。 

 

(4) その他 

International Yeats Society、日本アイルランド協会、日本イェイツ協会、国際アイル

ランド文学協会日本支部、日本ヘミングウェイ協会、日本エズラ・パウンド協会の事務局・理

事・委員・編集委員をしており、各学会の企画・運営を行うことで、さまざまな研究者と研究

交流し、また現在の研究の動向を常に追っている。公開講座や、イェイツやハーンの作品に基

づく狂言や朗読公演の前の講演や鼎談などで、研究の成果を一般にも還元する機会も増えた。

国内では能狂言が西洋モダニズムに影響したことがあまり知られていないこともあり、新作能

にあたっての依頼講演なども増えつつあり、今後も続けるつもりである。 

 

 

 

 
 
 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計8件（うち査読付論文　2件／うち国際共著　1件／うちオープンアクセス　8件）

2021年

2020年

2020年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ハーンのアイルランド

季刊民族学 18, 25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
真鍋晶子 170(43巻第４号）

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ハ-ンと漢字

石仏：くまもとハ-ン通信 25, 25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
真鍋晶子 27

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著
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